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官
嘗
檀
靭
の
駿
治
主
導

諌
早
湾
干
拓
「
関
門
」
判
決
受
け
入
れ


菅
直
人
首
鵜
が
初
め
て
致
治
主
導
と

憧
円
以
上
か
か
る
と
試
算
し
て
い
た
」
。

い
事
は
や
わ
ん

明
織
に
分
か
る
決
較
を
し
た
。
諌
早
湾

一
六
日
討
議
売
新
欝
も
「
封
拾
策

A

干
拓
事
業
の
調
鞍
池
の
関
門
を
命
じ
た

費
一
新
た
に
ふ
ハ
ハ
〉 

億
円
ど
と
い
、
刊
記

福
岡
高
裁
判
決
〈
一
二
月
六
日
〉
の
上

事
を
出
し
た
が
、
譲
干
問
題
に
民
年
取

告
鱗
念
の
こ
と
だ
。
仙
谷
崩
人
官
房
長O 

り
組
む
「
有
明
海
議
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

は
に
ゅ
う
よ
う
ぞ
、
ヮ

官
や
農
水
省
は
、
関
門
を
求
め
た
桶
開

ワ
ー
ク
」
事
務
岡
崎
・
羽
生
洋
一
一
一
氏
は

O

高
裁
判
決
を
問
題
読
し
、
上
告
す
べ
き

こ
う
反
議
す
る 

0 

と
い
う
考
え
だ
っ
た
が
、
管
首
相
が
上

3
当
初
か
ら
全
開
す
る
方
式
出
は
関
門

告
断
金
で
揮
し
切
っ
た
の
だ
。

を
鋳
金
さ
せ
る
た
め
に
官
僚
が
社
組
ん

漁
民
ら
水
門
関
門
援
は
「
上
告
断
念

だ
訴
で
、
我
々
(
関
門
流
〉
は
出
入
り

O

は
墜
史
的
な
転
換
点
」
〈
原
告
劉
弁
護

す
る
水
量
を
徐
々
に
増
や
す
『
段
欝
約

e

団
事
務
局
長
の
嬢
員
一
弁
護
・
ゃ
ん
〉
と
歓

関
門
」
を
提
議
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

迎
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
千
籍
地
の

て
高
裁
判
決
の
『
二
二
年
変
ま
で
の
意

営
農
者
か
ら
は
極
官
官
会
ど
を
心
配
す
る

時
関
門
』
は
、
円
投
融
問
的
関
門
』
の
第

声
が
あ
が
り
、
関
門
反
対
援
は
差
し
止

三
段
潜
記
当
た
り
、
我
々
の
方
式
を
排

め
訴
訟
も
辞
さ
な
い
姿
勢
だ
。

除
す
る
・
ち
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

対
立
議
化
の
片
撒
俸
を
担
ぐ
の
が
マ
ス

段
階
的
関
門
な
ら
即
位
付
関
門
、
早
期
の

コ
ミ
だ
。
農
水
官
僚
の
恋
意
的
な
情
報

水
嚢
改
欝
が
可
龍
で
、
大
き
な
被
害
が

を
碁
に
し
た
事
実
誤
認
記
事
を
垂
れ
議

出
な
い
こ
と
も
謹
期
開
門
識
査
で
実
証

し
て
い
る
か
ら
だ
ο

一
五
日
付
明
朝
日

請
で
す
。
と
こ
ろ
が
農
水
宮
繁
は
、
尚

新
爵
』
は
「
諌
卒
、
常
時
開
拘
へ
い
「
段

議
判
決
の
吋
常
時
間
内
」
を
説
紙
撤
間
的

階
的
問
縄
問
か
ら
転
換
」
と
い
う
晃
出
し

関
門
」
と
対
立
す
る
方
式
と
勝
手
に
解

で
、
高
義
判
決
の
「
関
門
」
が
「
段
階

釈
、
台
莫
大
な
被
害
が
出
た
り
、
巨
額
の

的
関
門
い
で
は
な
く
「
営
時
金
開
問
」

対
策
費
が
必
要
」
と
歪
曲
し
て
、
リ
ー

で
あ
る
か
の
よ
う
に
伝
え
、
こ
う
指
議

ク
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」

し
た
。
豆
一
初
か
ら
門
を
全
揮
す
る
友
凡

今
回
の
決
断
が
実
を
結
ぶ
に
は
、
菅

で
は
、
堤
防
の
関
め
切
り
で
で
き
た
調

首
相
が
世
論
を
ミ
ス
リ
ー
ド
す
る
農
水

整
地
の
汚
れ
た
淡
水
が 

気
に
海
に
流

官
僚
を
抑
え
込
み
、
関
門
の
意
味
を
正

れ
込
む
た
め
、
甑
業
や
跨
災
面
で
懇
第

確
に
伝
え
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

響
を
与
え
る
と
さ
れ
、
対
護
費
が
六 

横
回
一 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

「

品
し
た
よ
日
無
印
良
品
」
記

者
会
見
が
一
七
言
、
都
内
で
隠
か
れ
た
。

主
催
し
た
の
は
、
都
内
の
パ
レ
ス
チ
ナ

支
援
に
関
わ
っ
て
い
る
団
体
職
員
、
研

究
者
、
フ
リ
ー
ダ
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ピ
ス

ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
京
市
民
間
体
「
S
T
O
P品
民
無
印
良

品
加
東
京
」
実
行
議
員
会
。

「
無
印
良
品
」
ブ
ラ
ン
ド
を
経
営
す
る

緋
良
品
計
一
機
は
、
今
年
滋
丹
、
日
系
小

売
業
と
し
て
は
初
の
イ
ス
ラ
エ
ル
出
癌

計
一
擬
を
発
哉
の
こ
れ
に
対
し
実
行
委
は
、

「
同
社
の
イ
ス
ラ
エ
ル
山
郎
防
計
額
は
パ
レ

ス
チ
ナ
の
占
領
を
政
治
・
経
清
的
ぷ
支

え
る
行
為
」
で
あ
る
と
し
て
、
関
関
の

事
諸
国
体
な
ど
と
連
携
し
、
ウ
ェ
プ
上

で
雷
雨
反
対
連
動
を
繰
り

g

広
げ
て
き
た
。

今
回
の
会
見
は
、
一
宮
に
同
社
が
出
版

計
酬
の
中
止
を
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、

急
蓮
予
定
・
実
行
さ
れ
た
も
の
だ
。

良
品
計
瞬
舗
は
、
計
属
中
止
し
た
こ

と
に
つ
い
て
「
経
務
的
現
由
」
と
の
み

説
明
し
て
い
る
が
、
実
際
は
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
よ
う
だ
。
同
社
合
雌
警
に
よ

る
と
、
「
単
一
日
部
喪
悶
で
は
な
く
、
複
合

的
要
閣
に
よ
る
。
計
画
で
は
、
ラ
イ
セ

ン
ス
韓
与
を
討
麗
し
て
い
た
イ
ス
ラ
エ

ル
系
企
業
グ
ル
ー
プ
と
協
議
の
上
で
、

時
期
尚
滋
?
と
判
断
し
た
」
と
し
、
反
対

運
動
が
唱
え
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
へ
の

考
慮
に
つ
い
て
は
、
「
許
両
は
、
本
企
業

と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト
広
基
づ
い
て
進

め
て
き
た
も
の
。
中
止
ζ

つ
い
て
は
交

渉
事
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
反
対
連

動
の
影
響
を
老
議
し
た
と
い
う
も
の
で

は
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

だ
が
一
方
で
、
反
対
運
動
側
は
一
二
度

の
箭
一
蹴
ア
ピ
ー
ル
を
大
較
で
行
者
い
、

ま
た
、
「
S
T
O
P
H
盤
車
両
氏
品
と

描
か
れ
た
T
シ
ャ
ツ
や
バ
ッ
ジ
、
ポ
ス

ト
カ
ー
ド
の
ネ
ッ
ト
甑
売
や
ツ
イ
ッ
タ

:
の
利
用
な
ど
、
ユ
ニ

i
ク
な
活
動
を

こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
の
ま
た
、
ネ

ッ
ト
上
で
の
日
反
対
鴇
名
を
三

O
O人
分

釘
で
の
街
頭
ア
ピ
ー
ル
が
計
一
附
さ
れ
て

も
い
た
。

huhuと
み
島
幸
ら

に
先
立
つ
だ
最
終
的
な
申
し
入
れ
を
会

社
側
に
行
な
い
ま
し
た
が
、
運
動
記
よ

る
影
響
へ
の
異
体
的
な
明
言
は
得
ら
れ

止
は
わ
れ
わ
れ
の
議
勤
の
事
実
上
の
勝

利
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
他
の
企
業
が

進
出
す
る
こ
と
に
な
る
離
に
、
今
密
の

運
動
の
成
果
が
つ
の
教
謀
に
な
れ
ば
い

と
話
す
。

パ
レ
ス
チ
ナ
支
援
団
体
ら
の
成
擦
が

無
印
良
品
の
イ
ス
ラ
エ
ル
出
庖
中
止


ほ
ど
薬
め
る
な
ど
、
徐
々
に
そ
の
盛
り

上
が
ち
を
見
せ
て
き
て
い
た
。
計
画
中

止
が
発
表
さ
れ
た
時
は
、
東
京
・
害
事

S
T
O
P
-
-

実
行
委
の
大
蓄
売
さ
ん
は
、
又
臥
見

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
計
画
の
中

小
林
段
緩
・
ジ
ャ 

ナ
リ
ス
ト 
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